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給餌当日調製したTMR(A)

ﾛｰﾙ貯留21日後のTMR(B)

採食開始

↓

　　　　　　　　　　　　　 供試頭数27頭の平均採食量

　　　　　　　　　　　　  　　A：22.1kg/頭　B：21.4kg/頭
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  牛の主食「TMR」は放置すると発熱  
して腐ってしまいます 

   北海道立農業試験場 

細断型ロールベーラでTMRの変敗を防止 
＜乳牛用給食センターの新技術：ＴＭＲの品質保持＞ 

TMRを細断型ロールベーラで梱包すると真夏でも発熱せずに１ヶ月以上貯蔵可能 

貯蔵中の成分変化はありますが、大きな品質低下はありません。 

給餌当日に調製したTMRに比べて採食量の差はわずかです。 

北海道立根釧農業試験場・研究部・酪農施設科 
北海道標津郡中標津町旭ヶ丘７番地 
電話番号 （代）0153-72-2004 （FAX）0153-73-5329 
e-mail: seika@agri.pref.hokkaido.jp 
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バラ貯留のTMR

ロール貯留後開梱したTMR

ロール貯留中のTMR

TMR内に埋設した温度計で計測
ﾊﾞﾗ貯留は開放型容器(36L)の値

測定時の平均気温は約21℃

ロール内では発熱しません 開梱後も発熱は緩やか 

 

 

 

 

 

  ラッパ一体型細断型ロールベーラを使った          
試験では１時間で18個のロールを作りました。 

 

 

 

 

 

 

 TMRロールの重量は直径115cm    
のもので１個700～900kg 

時刻 
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バラ貯留よりロールでは品質低下が少ない 
成分含量は新鮮物中の値 

最後まで安定して食べてくれます 
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